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スクールバス運行ルート　　※松江地区、江津・浜田地区は地区単位での運行
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特別支援学校の通学状況等 

 

（R1.5.1現在） 

 

 

①自宅から通学 779名（76％） 

②寄宿舎に入舎 119名（12％） 

③施設・病院  110名（11％） 

④訪問      11名（ 1％） 

※令和元年度児童生徒数 1,019名 

 

 

通学方法 人数 概要 

スクールバスの運行 １０６ 13路線運行 

福祉タクシー等利用 １２６ 就学奨励費で対応（※１） 

保護者送迎 ３５７ 就学奨励費で対応 

公共交通機関利用 ２２１ 就学奨励費で対応 

その他（徒歩、自転車等） ―  

※１：自家用車有償運送を含む。他の補助事業対象外経費（市町村の地域生活支援事業の通学支援等）の一部を就奨費で対応。       

                                     

 

  

 

■平成３０年度に特別支援学校保護者に対する通学支援アンケートを実施 

（アンケート結果） 

通学支援に望むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

通学支援の現況 

保護者のニーズの把握 

43％ 25％ 25％ 

通学の状況 



■他県における関係機関との連携

各都道府県教委HPより

　関係機関との連携                                                                                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   【参考資料４】　

【全国的に多い主な連携】
①市町村特別支援連携協議会の開催・充実

②理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の活用

③就労支援のための労働機関との連携

④早期支援のための医療・保健・福祉との連携

⑤自立支援協議会への教員の参加

⑥ＳＣ・ＳＳＷとの連携

【保健・福祉との連携】
①市町村における教育・保健・福祉の連絡調整会

議の開催

②地域の実情に応じたネットワークの充実（教

育・保健・福祉の連携体制づくり）

③放課後等デイサービスとの連携

④市町村における保健・福祉・教育が協働した支

援体制の在り方の検討

【医療との連携】
①高校への学校支援心理アドバイザーの配置

②隣接する県立子ども心身発達医療センターとの

連携（発達障がいへの支援）

③医師や心理士の参画によるケース会議

④指導医の委嘱

⑤医療との連携による保護者への理解・啓発

【労働との連携】
①企業向けの学校見学会

②外部専門家による職業技能等の指導

③現場実習等協力事業所の登録、表彰

④デュアルシステムの推進

⑤企業と連携した技能検定

⑥農業普及員等の派遣（農福連携）

【その他との連携】
①（地域）合同防災訓練の実施

②（地域）学校運営協議会の設置（コミュニティ

スクールの導入）

③（地域）公民館活動での研修の実施

④（地域）教員対象障がい者スポーツ講習会

⑤（大学）大学と連携した研修の実施

教育
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    各分野の主な関係機関等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【参考資料５】　
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就学前 就学中（小・中・高・特別支援学校） 進学・就職

相談支援専門員

医師（小児科医、精神科医、整形外科医など）

保健所（保健師）
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障害者就業・生活支援センター

障害者職業センター

発達障害者支援センター

市町村保健部局（保健師）

子どもの心の診療ネットワーク（県立こころの医療センターなど）

療育事業

児童発達支援センター
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障がい者通所施設・入所施設

市町村福祉部局
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大学・専門学校等

理学療法士（PT）作業療法士（OT）言語聴覚士（ST）


